














 

はじめに 

 SIDS の研究のモデルとして次子同胞や未然型その他の危険児について種々の検討が行

われている。今回は SIDS 未然状態をポリグラフ的に検討する機会を得たのでそれについて

述べ、さらにその未然状態ならびに遷延性無呼吸が不定睡眠ならびに静睡眠(NREM 睡眠)に

多く REM 睡眠に少ないことから、REM 日睡眠は遷延性無呼吸に対してはむしろ防禦的に働

くのではないかと考え、REM 睡眠における無呼吸について検討した。 


